
地方が注目されている今、魅力ある高校づくりによって元気な村を創出する必要があります。

高校の存続は若い家族定住の必須条件であり、地域の存続 に直結する問題です。

○×

地域に魅力的な高校があると…地域から高校が無くなると…

白馬村も小谷村も 「消滅可能性が高い市町村」と
されています。
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　平成 28年度から普通学科に加え、観光を主要産業とする白馬村・

小谷村で即戦力となり得る人材を育てるために、観光学科を開設し

ます。観光学科では、実用英語に重点を置いたカリキュラムを採用

し、外国人向け宿泊施設でのインターンシップ制度を導入するなど、

高校卒業までに実践英語が身に付くような仕組みを構築します。ま

た、山岳や自然環境、コミュニケーションやホスピタリティなど、

国際的な山岳観光地において必要とされる知識や技能の習得を目指

します。（普通学科においても英語に触れる機会を多く設けます）　

　大学受験に対応するカリキュラム編成とするだけでなく、地域に

塾や予備校が少ない事実を鑑み、希望者を対象に公営塾での放課後

補習を実施します。志望大学に現役で合格できる学力を付けるべく、

専任講師が丁寧な指導を行うとともに受験で勝つためのノウハウも

伝授します。　

　高校生が将来を考えるきっかけとなるよう、各界の著名人を講師

に招き「グローバル講演会」を定期的に開催します。様々な分野の

最前線でご活躍されている方々の「生の声」を聴くことにより、社

会の多様性を感じるとともに「今すべきこと」や「なぜ学ぶのか」

といったことを考える機会を数多く設けます。既に本年度から実施

していますが、今後の講演者として、社会活動家／法政大学教授の

湯浅誠さんや、宇宙飛行士の山崎直子さん(調整中)を予定しています。

　現在の公開授業等に加え、企業や行政だけでなく地域住民との協

働活動を積極的に取り入れ、地域の課題解決に取り組むなど、産学

民官の連携事業を展開します。地域のことを学ぶことで地元愛を深

め、「地域に貢献したい」という心を育みます。　

　タブレット端末や電子黒板など、学習を効率的に進めるための教

材を活用し、生徒のやる気を引き出します。　

　これまでも毎年数名のロータリークラブ交換留学生を輩出・受入

してきた実績がありますが、今後はさらにオーストラリアなど海外

とのつながりを密にし、交換留学制度の導入等を検討します。　

　これまで培ってきたスキーの伝統を守るとともに、他の部活動へ

の支援も拡充します。　

　地域の少子化・人口減少を視野に入れ、将来的には寮を整備した

上で全国から生徒を募集し、地元の生徒と全国から集まった生徒と

が切磋琢磨しながら成長する環境も検討します。

お問い合わせ：白馬高校魅力化プロジェクト事務局（白馬村役場総務課内）

　　　　　　　電話：0261-72-5000　E-mail：high-school@vill.hakuba.lg.jp

　　　　　　　web-site：http://www.vill.hakuba.lg.jp/high-school/


